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舞踊の鑑賞構造に関する研究[､］
、

一琉球舞踊の認知構造一

金城光子
⑦

AStudyofCognitiveStructureofDanceAppreciation[H1］

－－PatternSofappreciationofRyukyuanDances--

MitsukoKINJO＊

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｆｏｒｍulateastandardizedandreproducabIeformatfOrDanceApp-
reciationPatternswithsemantiCdifferentialmethod・

Oo

Amalysisl；TherewereanalyzedcogIuitivestructureoftheworkappreciation・Ｅａｃｈｌｏａｄｆａｃｔｏｒｗａｓ

ｆＯｕｎｄｔｏｂｅｏｖｅｒ±0.7．

AKnalysisll；Fiftyevaluatorswereaskedtocodifyseventeendifferentdancesusingascalewhich

comtainedfiftygradations・Withineachdancetherewerefiftyseparateparametersconsidered・Thus

evaluationcorrelationforeachlZradationinthescalecouldbeextractedfromthetota】ｄａｔａ(50xl7x50）

thathadbeencollected、

ThefindingswereanalyzedbyaxialrotationaccordingtotheVarimaxmethod,accordinglythescales

weregroupedinfivefactorsEachloadfactorwaｓｆｏｌｍｄｔｏｂｅｏｖｅｒ±0.5．Thefirstfactorcontains

eighteenvarations（Evaluation）；thesecondfactorcontainsnine（Dynamics）；thethirdfactorcontains

three（Potency)ithefourthcontainsthree（Gracefulness)；andthefifthcontainsthreeVariations（U､‐

iqueness)．

Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｔｏｔｈｅｆｉｆｔｂｆａｃｔｏｒｏｆｇｒadation,thereweresimilaritiesiIDthefinaIcomparisonofresults

withStudyofCognitWeStructureinl972-73，Evaluation，DynamicsandUIuiqueness・

TheseventeenworkshavefⅨedpositionsinthethreefactordancespace（Ｅ、Ｄ、Ｐ．／ＤＰ．Ｇ）

inwhichtherelativerelationsoftheworkswereinvestigated・

UsingtheD-method，theseventeenworksdistancewasinvestigated．

田

⑥

はじめに て，信号の送り手である作者の視点としての表現（exp

ression）と信号の受け手である鑑虹者の視点としての

印象（impression）のコミュニケーション過程である

と言えよう。

舞踊における美の認知は，演舞される連続的な表現運

動の時・空の中に審美的経験として知覚され，見る者の

感じ，印象をもって内包的，情緒的意味を引き起とさせ

舞踊芸術は，作者→舞踊作品→〔演者〕→鑑賞者と

いうパイプラインで成立する。それは，作者の内在する

心的，意図，イメージを舞踊作品に形象化し，その表現

形式としての作品を演者が体現する演舞過程を鑑賞者が

受け入れていくというプロセスで，舞踊作品を媒介とし

*Phys・Educ.，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Univ、oftheRyukyus．

－４１－
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これらの方法によって，１９７２，１９７３では，ジャン

ルの違う２０個の舞踊作品を鑑賞対段とし，形容語対

からなる評定尺度を設定して大学生共]Hと評定させた結果，

u1Evaluation'’“Dynamics'Ｍ`CIarity”（１９７２）

の３つの因-]Fを検出し，さらに，Evaluation甸

画Dynamics⑤℃Iarity""Unique唾ss"uFleshness,，
（1973）の５つの因子を仮説した。

今回は，「琉球舞踊」を概念として，同一ジャンルの

舞踊作品の鑑賞（認知）概造をとらえ，その鑑賞価を確

めた結果を報告する。

感動．共感としての愉感の喚起へはたらきかけられるも

のと思われる。

田中は,湖）「意味」のシステムとして「外延的な意味」

と「内包的な意味」について，「内包的意味（表現的意味）

－情緒的意味一「月」－（「美しい」「Iｿjるい」「脈か

な」「澄んだ」いのプロセスを示し，「内包的な意味
は，人間のダイナミックな心理のプロセスの産物であり，
決して固定したものではない。この意味で意味は，比較

的安定した辞典的な意味と遮って常に流動している。」

と述べている。

人間が舞踊作品を鑑賞し，その作品から受け止めた感

じ，印象を表現する風ことば”は多様であり，また常に

流動しているということは，筆者の示した「舞踊の鑑賞

・評価語」（1972,1973）からもみることができ

よう。

本研究は，OsgoodのSemanticDiHerentiaIMmet

hod（意味微分法）と因子分析接を用いて。擬１Ｍ)作品に

対する鑑賞者の印象を聡収することによって鑑賞的側面

から構造分りin<Jにみ、その内包的・惰綣的意味を検討する

ことを目的とした研究である。

すなわち，獅踊の鑑賞（認知）綱造を解11)]し，その美

的形成因子を規定し，舞踊作品の鑑賞価をみ，その内包

的・情緒的意味を検することで舞踊鑑賞の方向を示す基

本的パターンを類型化しようとするものである。

弓

０

研究の方法と手続き

１調査の対象は琉球大学女子学生５０人

2．調査は昭和４８年１１月実施した。

3．舞踊作品について

刺激概念（鑑賞対象）としての舞踊作品は，昭和４８

年那綱市民会館ホールで公開された「第２回ＮＨＫ

沖繩の歌と踊り」から８”カラーＦｉＩｌｍに｣|X録した

１７個を用いた。それは，老人踊り，二才踊り，男

女打組舞遡lli，nll作jEiHii，古典的女踊などである。作品

Ｎｕｍｂｅｒは研究Ｉからの継続番号であるので，ＮＵ

４１～NoL57を付した。（Table1.舞踊作品参IRD

舞 踊 作

ロ叩

②
ＶＴａｂｌｅ1．

躍さ|人数
’’
５'26” ｡

'6,万J
Ⅲ｜
’，

,〕Ｚｒ危莎〕五

、【 処月2毛ＩＥ

－４２－

|・盃期姦壜|`'’ ２ 漁村糸満の女たちが魚を行商する風悩を表現し
た創作舞踊。 |鮴讓’

真境名結子
真境名直子

NＯ舞踊名 長さ 人数 解説 曲名 踊り手

、
かぎやで風

Kajadefu
5'㎡ １

老人踊り。生命の若返りの再春を麺歌して‘万
民の生命の繁栄をことほぐ趣意で不老ｲﾐ死長寿

を願う意が含まれた古典老人踊り。

かぎやで風節 宮城稔

⑫
むんじゅる

Munjuru
7'251 ４

芭蕉布瀞にむんじゅる笠をかぶって踊る清楚な

女踊りで噸古典的な舞踊。
出羽早作田節

本IWiむんじゅる轆節

入羽芋の葉節

山田和子

安次富紀子

大域和子

仲宗根冴子

⑬
金細工

Kanjekn
7'1『 ３

｢金細工」と遊女，アンマーの３人のかけあい
で踊られる物語鋒hWi。

金細工節 宮城能率

宮城能燕

宮城能宵

⑭
四ツ竹

YotsMnkc
6'1２

〃

４
紅型の衣装に花犠をかぶり，四つ竹を手に打ち
鳴らしながら踊る古典的女踊り。

踊りくわでさ節

玄
正
一
邦

久
行
正
能

袋
田
城
城

島
平
金
宮
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■

①

liliii

〕8１

＄
□

、

※舞踊写真・図は割愛した。

4．尺度について

評定尺度は，研究Ｌ

の商い２４１inを用い，

Ⅱ。（1972.1973）の結果得られた２６１iiiと琉球舞踊の鑑賞語（1973)からとらえた頻数

５０対の形容語スケールを使用した。（SAMPLE参照）

－４３－

⑮
(ill型節

Ｎａlご叩匡ntnbushi
6'1『 ２

劇中の美男美女を連想させる獅台衣装に花と花

篭の小道具を持ちあって踊る。

列女のＤｕｅｔでHWiる男女打組鎌IMi。

仲製節

宮(a敏子

喜名初子

⑰
美菰

Ｍｉｙａ画ｂｉ
４

ノ

１
女流歌人恩納ナビーの琉歌を染めて哀調ある曲

にのせて振付けた詩情ゆたかな伽作舞ＩＭｉＤ

ナークニー

本部ていま－と
比蝋清子

⑬
港くり節

Ｍｉｎａ[ukuribushd
3'35Ｐ １

陣笠をもってIWiられる二才lliiiりで，笠踊ともよ
ばれる男性舞踊。

港くり節

中作111節
llIIn貞子

⑲
明間節

Hatumabushi
３

'
１

テンポの速い軽快な二才踊りで〔iⅢ作舞踊のひと
つ

◎

喝間節 比AMI澄子

⑳
小浜節

KoIrlmabqnshi
6'1７

〃

３

八mK山の民鍋と「安里屋」に擬付けたTorioで

涛悩ゆたかにHiiiろ女踊りで【iU作舞HWiである。

'小浜節

安蝿臆

南風原逸子

宮城幸子

喜納幸子

、
谷茶前

Ｔａｎｃｈｉｙａｍｅ
3'1㎡ ２

谷茶村のtiHの槻子を芭蕉布を着た男女がカイと

ザルをもって表現するＤｕｅｔによる端踊り。

伊計離節

谷茶前節

{Ｉｌｉ宗根文子

比蝋文子

⑫
八

YEjin
5'5５

〃

１

｢波平大主道ｉＴｌ１税」と称される道行｢I税で組

踊から独立したり}性舞踊である。波Vz大王の怒

りを内面に含んだ道中の所作をみせ，ｌ｣上が力
強く述べられるという特色をもつ。

八重洲の道行[I説 島袋光晴

⑬
恋の花

ＫＵｉｎｕｈａｎａ
４

'
２

八jE山の民綱に擬付けた男女がＤｕｅｔで↑１１１緒を

こめて踊るﾊﾞﾘ作舞lib。
恋の花

瑞ケ魔洋子

又吉静枝

＠局､Z犬川
ShimajiriAmaka

7'5ヴ ２

｢加IIBよ－天川」ともよばれ，加iljよ－節と島
尻天川節で踊る。早弾き三味線に口箭が入り怪

快に踊る男女打組舞踊（Ｄｕｅｔ） 。

加那よ－

島尻天１１’

佐藤太圭･｣二

根路銘千観子

⑮ちぢんばやし
Chijinbayashi

10'3Cｆ 1８

テンポの速い曲に乗って太鼓，四つ竹の鳴物が
入り民俗芸能の雰囲気をもつ男女の集団舞踊と

してのfil作舞踊。

中作田節

勝連節

なんだき節

はべる小節

瓦境名佳子

他１７名

⑮女こてい節
ＵｎｎａＫｕｔｉｂｕｓｈｉ

5'砥 ２
組踊から独立したもので団扇をもち紅鋼衣装を

軒てゆったりと踊る古典的女踊り。
女とてい節

玉城節子

金城美枝子

、浜千鳥
Hamachidori

5'1デ ４

紺地の力スリにウシンチーの着付で４人がImiる

もので,郷愁を秘めた情緒ある代表的女踊とし

ての端蝿

浜千鳥筋

玉城綾子

安里直子

島袋恵美子

又吉敏子
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作品名Ｎｕ氏名男・女

いま見た舞踊の感じや印象を下記の尺度で評定しなさい。

なお，尺度の数字は，およそ次のような稲庇を表わします。

４………………中'1ｋ（いずれともいえない）（記入例）

３と５…………いくらか（～である）

２と６…………相当に（～である）よい

１と７…………非荊に（または極めて～である）

ザ

ＩｌＩｌｌｌＩ

１２３４５６７

lおもしろい

２刀強い

３さわやかな

４１MＩ性的な

５新しい

６意味深い

７優雅な

８感動的な

９深みがある

１０特徴がある

１１美しい

１２はげしい

１３すっきりした

１４独特な

１５現代的な

１６内｜iii的な

１７列壮な

１８↑１１緒がある

１９艶蝿な

２０迫力がある

２１すぐれている

２２動的な

２３１ﾘ｝るい

２４特異な

２５充実した

ｌＩＩＩＩｌｌ

ｌ２３４５６７

１１１１１１１
１２３４５６７

ＩＩｌｌＩＩｌ
１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

ＩＩＩＩｌＩｌ

ｌ２３４５６７

ＩＩＩＩｌＩＩ

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

ＩｌｌｌｌＩｌ

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

ＩＩｌｌＩＩＩ

１２３４５６７

ＩＩｌＩｌＩＩ

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

l１ＩＩＩｌＩ
１２３４５６７

１１ＩＩｌｌｌ

ｌ２３４５６７

ＩＩＩＩＩｌＩ
１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

Ｉ１１１Ｉｌｌ

１２３４５６７
１１１１１１１

１２３４５６７

lＩｌｌＩｌＩ

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

ＩｌＩＩＩｌＩ

１２３４５６７

I１ＩｌＩｌＩ
１２３４５６７

つまらない

弱ぃ

さわやかでない

個性的でない

古ぃ

意味がない

優雅でない

磯mlj的でない

深みがない

特徴がない

みにくい

はげし〈ない

すっきりしない

､独特でない

古典的な
￣

内面的でない

勇壮でな９，

情緒がない

艶魍でない

迫力がない

劣っている

静的な

晴い

特異でない

充実していない

２６経快な

２７固い

2８１１１厚な

２９効果的な

３０訴える

３１洗練された

３２よい

３３楽しい

３４幻想的な

３５興味深い

３６桁鋼１１５い

３７壮人な

３８印．難深い

３９桑朴な

４０ドラマチックな

４１うまい

４２活発な

４３象徴的な

“見応えがある

４５連い

４６鮮やかな

４７級密な

４８ｉｉｉ足できる

４９多彩な

５０魅力がある

ＩＩｌＩＩＩｌ

ｌ２３４５６７
ＩＩｌＩＩＩＩ

１２３４５６７

１１１１’１１
１２３４５６７
１１１１’１１

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１１１１１１１
１２３４５６７
１１１１１１１

１２３４５６７
ＩＩｌＩＩＩｌ

ｌ２３４５６７
ＩＩ１１１１Ｉ

１２３４５６７

ＩＩＩｌＩＩＩ

１２３４５６７
ｌＩＩＩＩＩＩ

１２３４５６７

１１１１１１１
１２３４５６７

lＩｌＩＩＩＩ

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１IＩＩＩＩｌ
ｌ２３４５６７

ＩＩｌｌＩＩｌ

ｌ２３４５６７

IＩｌＩＩｌＩ
１２３４５６７

ＩｌＩｌｌｌＩ

１２３４５６７

１’’’’’１

１２３４５６７

１１１１’’１

１２３４５６７

１１１１１１１

１２３４５６７

１１１１１１１
１２３４５６７

ＩＩｌｌＩＩｌ

ｌ２３４５６７

ＩＩＩＩｌＩＩ

１２３４５６Ｚ
ＩＩｌｌＩＩＩ

１２３４５６７

軽快でない

やわらかい

亜厚でない

効果的でない

訴えるものがない

洗練されていない

よ〈ない

楽し<ない

幻想的でない

興味がうすい

格調inｊ〈ない

壮人でない

印象がうすい

素朴でない

ドラマチックでない

ザ、 たな

活発でない

象徴的でない

見応えがない

おそい

鮮やかでない

微密でない

満足できない

多彩でない

魅力がない
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otsudake）53.632影，⑰「美童」（Miyarabi）

62.444形，⑬「港くり筋」（MinatoKuribushi）

54.162彫，⑳「liqlil]節」（Hatumabushi）53.506

形，⑳「小浜節」（Kohamabushi）56698形，、

「谷茶前」（TanchamE）53.264％，⑬｢恋の花」

（Kuinuhana）57.274影，⑭「島尻天川」（Ｓｈｉ－

ｍａｇｉｒｉＡｍａｋﾖ）５６８６２形，⑮「ちぢんばやし」

（Chijinb5shi）57.902％と１０個の作品であった。

５０形以下の作品は，⑬「むんじゆる」（Munjuru）

49.87＄，⑮「糸満乙女」（ＩｔｏｍａｎＯｔｏｍｅ)49.748

％，⑯「仲里節」（Nakazatobushi）４９６８６％，、

「八亜州の万才」（YejinuManzai）44074％，⑮

「女こてい節」（UnnaKutebushi）４９３９８％，⑰

「浜千鳥」（Hamachidori，Chjjbya）49.186％と

７つであった。

１７個の作品の個々の鑑賞綱造からその累加全分散比

をみた結果は，５０影を越えた作品が１０個で，とくに

⑰「美童」が62.444影とilJjい分散比を示した。５０％

以下の作品は７個で，とくに、「かぎやで風」は35.092

影と低い。これは，Varimax回転後のデータが第Ⅲ

因子まで求められた結果によるものである。

評定尺度は７段階尺度であるので，評点の範囲は

１～７点で，１は非常に「おもしろい」を指し，７

は非常に「つまらない」を表わす。

5．テスト用紙は，１枚につき１作品が評定できるよ

うに印刷し，１７作品（１７枚）を－組として記入

例を示して綴ったものである。全被験者が８５０回

（１７作品×５０尺度）評定した。

6．データ処理の方法

〔分析Ｉ〕１７個の作品を１個ずつ固定して与えて

評定させ，その結果のデータについて各作品別に尺

度の平均値・標準偏差を求めた。これを基に尺度間

相関行列を求め，さらにＶａｒｉｍａｘ法による軸回騒

によって尺度のGroUpingを行った。

〔分析Ⅱ〕分折Ｉの各作品の尺度の平均値をここで

は作品個々の特徴を表わすものとして，これを基に

１７個の作品をＰＣＣＩにしたデータ処理を分析Ｉと

同方法で行った。（１７作品×５０尺度×５０人マ

トリックス）

※計算は東京大学大型電子計算センターでコ

ンピューターによる処理を施した。

幻

砂

結果と者察

２第１因子の内容

１７個の各作品のVarimax回転後の鑑賞櫓造の結果

から第１～第Ｖ因子の各尺度群について，尺度負荷量

|±0.71で単純蝋造を示す尺度を拾い,作品別に鑑賞構造

の内容を検討することにしよう。

第１因子における各作品の構造内容をみると，

作品⑨「かぎやで風」は，薊魅力がある”（､922）

碗満足できる”（､919）厨よい”（､784）・印象深いロ

（､758）など７繭があげられる。

⑫「むんじゅる」は，“満足できる”（.880）画魅力

がある”（.833）轍よい”（､803）唾うまい”（｡775）

などの９種であった。

⑬「金細工」は，厨満足できる”（､912）唾魅力があ

る画（、877）“おもしろい”（､８７０嚥楽しい匂（､862）

などの７種。

⑭「四ツ竹」は，轍満足できる”（､880）画魅力が

ある”（､833）．．よい”（､803）厭うまい”（､775)な

ど９Iimが含まれた。

⑮「糸満乙女」は，碗よいロ（､881）画すぐれてい

る画（､869）画満足できる”（､863）。魅力がある”

（､832)など１２繭が含まれ，

⑮「仲里節」は．魅力がある”（､800）ロ洗練さ

〔分析Ⅱ〕各作品の因子棡造

本項では’７個の各舞踊作品の因子橘造の内容を検し，

各因子の鑑賞尺度群によって表象される作品個々の軍徴

的特徴を検討する。

※なお，Ｖａｒｉｍａｘ回転後の作品別の鑑賞栂造のデ

ータは，spaceの都合で本稿では割愛する。

■

｡

1．作品の因子分散度

Varimax回転後の各作品のデータについては，夫

々第１～第ｖ因子まで求められた。

ここで，作品別の累加全分散比によって因子分散度

をみることにしよう。

作品⑪「かぎやで風」（Kajadefu）の共通性の

総和は17.546でその累加全分散比は35.092影であ

った。この作品のVarimax回転後のデータは，

第１～第ｍまで求められ(也の作品との差異を示した。

このことは統計処理の見地から再検討を要すると思われ

る。

累加全分散比が５０＄を越えた作品をあげると，⑬

｢金細エ」（Kanj百k面．）５０５０％⑭「四ツ竹」（y－
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これらのことから１７個の第１因子における鑑賞構

造の内容に共通性がみられるが，特に，⑫｢八重洲の

万才」に碗力強い”厨勇壮な”厨壮大な”の３種が

含まれていること，⑬「港くり刺に同さわやかな”，

⑲「Mlllll節」に画優雅な”厨美しい”画艶麗な”の３

種が，⑳「小浜節」に“優雅な”“美しい”の２種が

含まれていること，⑭「四ツ竹」と、「島尻天川」の

２作品に碗すっきりした”が含まれ，⑮「糸満乙女」

と⑬「恋の花」，⑰「女こてい筋」の３作品に侭独特

な”が含まれ，⑰「美童」に緬厚な”画ドラマチッ

クな”“象徴的な”鰊級密な”の４願が含まれ，、

「島尻天川」に侭鮮やかな”が含まれていることなど

が，この因子における作品の象徴的特徴としてあげら

れよう。

れた”（､796）口見応えがある,（､772）厨おもしろ

い”（､768)など１２種があげられる。

⑰「美童」は，⑤魅力がある”（､900）同訴える”

（､892）頃興味深い”（､863）．｡満足できる"(､857）

など２１樋が含まれていた。

、｢港くり節」は，⑤満足できる”（､899）。魅力

がある”（､892）□楽しい”（､851）鰯おもしろいロ

（､841)など１０１inがあげられ，

⑲「胸間筋」は．碗艶麗な”（､868）⑤美しい”

（､841）“優雅な画（､817)の３種であった。

⑳「小浜節」は，画魅力がある，,画訴える”の２種

が各（､844）国すぐれている”（､834）画よい"(､829）

などl4F1iが含まれている。

、「谷茶前」は．⑤洗練された”（､898）'ﾔｶﾞ緒が

ある”（､823）口格調高い”（｡726)の３１mであった。

⑫「八重洲の万才」は，⑤壮大な”（､902）画格調

高い”（､877）画充実した”（､808）．､力強い"（808）

など７種が含まれ，

⑬「恋の１(i」は，“魅力がある”（､893）雨充実し

た”（､867）“すぐれている”（｡865）轍よい"(､859）

など１４甑，

⑭「島尻天川」は，園魅力がある”（､851）菌すぐ

れている”（､841）Ｒ興味深い”（､837）⑤充実した”

（.832)など１３樋であった。

⑮「ちぢんばやし」は，虞魅力がある”（､892）

“満足できる”（､891）．｡楽しい”（､888）衝すぐれ

ている”（､804)など１２種，

⑮「女こてい節」は，“満足できる”（､894）碗魅

力がある”（､862）画よい”（､860）`w興味深い”

（｡857)などの９６mがあげられ，

⑰「浜千鳥」は。⑤充実した”（､854）画よい”

（.794）碗効果的な国（､783）嵐訴える”（､763）

などの９甑が含まれていた。

以上の結果から１７個の作品の第１因子における尺

度群の特徴をみると，

⑧よい”が１４個の作品に含まれており，口魅力が

ある”雨満足できる”の２種が１３個の作品に含まれ，

藏興味深いロが１１個に，画E1】象深い国が１０個の作

品に含まれている。

厨感動的なロが９作品に，葱おもしろい”“すぐれ

ている”の２種が８作品に，。､洗練された．が７作品

に，“うまい”国見応えがある”の２樋が６作品に含

まれ，厨効果的な”“訴える画癒格調闘い”園美しい”

の５種がそれぞれ５個の作品に含まれている。

、〃

。

ａ第Ⅱ因子の内容

第Ⅱ因子の鑑賞栂造の内容をみると，口動的な”が

作品⑫⑭⑰⑯⑬⑳、⑫⑬⑮⑮⑰の’２個に含まれ’

＠．活発な働力趣⑭⑰⑱⑲⑳、⑬⑮⑮⑰の’’個

の作品に含まれている。

□速い"が、⑭⑰⑬⑲⑳、⑬⑰の９作品に，国軽

快な”が⑫⑭⑲＠，＠⑬＠の８作品に，轍はげしい”

が⑫⑰⑲⑳⑮⑮⑰の７作品に含まれている。

④⑫⑭⑮の４作品に虞勇壮な”が含まれ，作品⑲

⑳、⑫⑮の５個に“明るい”の尺度が含まれている｡

この因子での特徴としては，、「金細工」に“優雅

な”⑤深みがある”厨重厚な”聡細I巧い”の４種が

含まれていること，⑮「糸満乙女」に画優雅な”画艶

鼬な”⑤ｎ厘な”碗幻想的な”の４iillが含まれている

こと，⑫「むんじゆる」に碗迫力があるロ，⑰「美童」

に厨力強い”が含まれていることである。

以上のことから’７個の作品の第Ⅱ因ｆの鑑賞繊造

の内容に共j､性がみられるが，作品⑬＠の２作品は他

の作品との内容の差異を示しているとみることができ

よう。

⑰

⑤

4．第皿因子の内容

第Ⅲ因子の鑑賞柵造の内容は，

口勇壮な”が作品⑨⑮⑲⑬⑮の５個の作品に含ま

れている。

駁壮大な”が作品⑮、⑬⑮の４作品に，

唾新しい”が⑰⑰の２作品に含まれ，

ロ特徴がある”⑤独特な”の２鰯は，⑳⑮の２作品に

含まれている。
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画動的な”切るし､”の２種は，作品⑮⑭の２作品

に，

嵐重厚な”が⑭⑬の２作品にあげられ，作品⑬に

操みがある”，⑯に“はげしいロ，＠に“満足でき

る”，＠に．美しい園，＠に唾迫力がある”，作品⑮

に徳特異な”が含まれていることが櫛造内容の特徴と

みることができよう。

以上のように，第Ⅲ因子では，鑑賞柵造の内容に作

品個々のキャラクターの特性を示しているとみられよ

つ。

Ｖ因子の鑑貸柵造が求められなかった。

，

分析Ｉのまとめ

分折Ｉは,１７個の作品別に求められた鑑賞癬造を麟

に，作品個々について，因子の分散度を検し，第１～第

Ｖ因子までの因子別の鑑賞榊造内容を検討してきた。

（１）１７個の各作品の因子累加全分散比をみた結果，

１０個の作品が５０形以上の分散度を示したが他の

７個の作品は５０％以下の分散度を示した。分散度

が高いとみられたのは⑰｢美童」で，62444,1うを示

した。、「かぎやで風」は，35092影の低い分散

度を示した。これは，第Ⅳ’第Ｖ因子の鑑賞榊造

が求められなかったことに起因し他の作品との差異

があった。

（２）第１～第Ｖ因子の構造内容の検討は，尺度負荷、

②

5．第1Ｖ因子の内容

第1Ｖ因子の鑑賞榊造の内容を検した結果，観代

的な”が作品⑮⑲⑳⑬、の５作品に厨新しい”が⑲

⑫⑬⑭⑮の５作品に，

＠･特異な”が⑫⑭⑯＠の４作品に含まれ，

触特な”が⑫⑮＠の３作品に含まれた。

厨力強い”が⑬に，侭個性的な”が＠に，湧壮な”

が⑰に，厨迫力がある”が、に，潤い”が⑰に，

園壮大な”侭幻想的な”のマイナス噂点の２種が、に

含まれている。作品＠に轍壮大な”があげられた。

以上のことからこの因子の内容は。作品個々の象徴

的特性を示しているといえよう。

の基準ｌ±0.71によって検した。その結果，第１因

子の尺度群に１７個の作品の共通性がみられたが，

⑫｢八重洲の万才」⑬｢港くり節」⑲「鳩間節」⑳

「小浜節」などの１ｏ作品にこの因子における特徴

的内容がみられた。

第Ⅱ因子の鑑斌構造の内容は，各作品とも類似性

を示すと思われたが,⑬｢むんじゆる」⑮「糸満乙

女」の２作品が⑤優雅な”徳重厚”などと他の作品

との差異を示していた。

第Ⅲ因子，第Ⅳ因子，第Ｖ因子の各作品の鑑賞

構造の内容については，少頻度の作品に共通性を示

しながらも作品個々のキャラクターの特性を示すと

みられた。これらの総括結果は，1972,1973の研

究結果とほぼ同様な結果を示しているとみられる。

6．第Ｖ因子の内容

この因子では．

ロさわやかな”徳すっきりした”の２種が⑰｢美童」

⑰｢浜千鳥」に含まれ，

雨迫力がある”が⑮｢糸満乙女」＠階茶前」に含

まれている。

画個性的な”衝特徴がある”の２種は，⑮「女こて

い節」に，断しい”鐘現代的な”カゴ⑫「八重洲の万

才」に含まれた。

園活発な”“速い”が⑮「仲里節」に､､独特な”が

⑮膳くり節」に‘,雨内面的な”が⑬「恋の花」に含

まれ，画軽快な”が⑬「金細工」に，轍壮大な”が⑭

「四ツ竹」に，碗印象深い”が⑲「胸間節」に含まれ

ている。⑳「小浜節」に域ドラマチックな”が,⑮

「ちぢんばやし」に画繊密な”が含まれている。

以上のように第Ｖ因子における作品別の鑑賞構造内

容の特徴は，第1Ｖ因子の内容と同様に各作品とも１

種ないし２種の尺度が含まれ作品の特性に触れている

内容であるとみることができよう。

なお，⑪「かぎやで風」は先述したように，第Ⅳ，

｡

｡
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〔分析Ⅱ〕全作品の鑑賞構造 TabIe2舞踊の鑑賞構造（Varimax回転後）

ラ

〔Ｉ〕琉球舞踊の鑑賞概造

1．舞踊鑑賞の単純栂造

１７個の作品プールによるVarimax回転後のデータに

ついては，夫々第１～第Ｖ因子まで求められた。その

結果はＴａｂｌｅ２に示したとおりである。

各因子に含まれた尺度の負荷量を基に求めた個有値と

分散比はＴａｕｅ２に示したとおりで，共通性の総和は，

２６．０６１で全分散の52.12％を説明している。この結

果は，研究Ⅱ～２（1973)の51.052％に比して累加

全分散比の多頻度を示している。

各因子に含まれた鑑賞尺度群について，尺度負荷fit

の基準|±051で単純構造を示す尺度を拾い尺度の
Groupingを行った。それはＴＥｂｌｅ３に示すとおりで

あるが，この表は，各因子にGroupingされた尺度を

得点の11?{jい順に列べたものである。

各因子に含まれた尺度は，第１因子が１８種で，

碗魅力がある”尿満足できる”衝よい”碗興味深い”

碗充実した”嵐印象深い”菌すぐれている”画感動的

な”碗おもしろい”“見応えがある”画効果的な”

国洗練された”操みがある”“訴える”路調商い”

蔵意味深い”嵐うまい”邇密な”である。

第Ⅱ因子の尺度は９種で。轍活発な”“速い”

唾動的な”口軽快な”“はげしい”轍Ujるい”⑥力強

い”澳代的な”園内面的な”で，ｗ内面的な”はマ

イナス峰点である。

第、因子の尺度は，画勇壮な”“壮大な”園重厚な”

の３厩で，

第Ⅳ因子の尺度は艶麗な”唖美しい画癒優雅な”

の３種，

第ｖ因子は，画特異な”轍独特な”駁特徴がある”

の３種となっている。

｡

⑥

尋

２単純栂造の内容

各因子に含まれた尺度群の内容を検し，その象徴的

特徴をみることにする。

第１因子の尺度群は，舞踊作品を見ている人の感悩

を表出し，作品全体を通してその中に広く全形の園評

価”をしているとみることができ，作品の中での大き

な同意味”の部分を占めているという点で,「評価性」

碗Evaluation”因子となろう。

第Ⅱ因子の尺度群は，動的，速い，活発ということ
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Tをlble3舞踊鑑賞の単純柵造（Varimax回娠後） ｎａｍｉｃｓ”因子と解釈できよう。

第Ⅲ因子は，国勇壮”憾壮人痢であることが慰璽厚

さ”につながり作品の趾感としての1IiIlきの力性が見る

ものに迫るという刀凪悠と解され，おそらく「力殿性」

同PUtency”因子と解釈できよう。

第Ⅳ因子の尺度群は，表現される動き，扮装などの

印象が“艶腿”厨美しさ”につながり優雅なものとい

う懲味に解される。おそらく「優美性」園GracefuI-

nesS，因子とみられる。

第Ｖ因子の尺度群は，舞踊作品が口独特”で鰊特徴

がある”というのとが国特異”さにつながり個性のあ

るものという意味に解され，おそらく「独自性」“Ｕ－

ｎｉｑｕｅｎｅｓｓ”因子といえよう。

以上のうち第１「評価性」第Ⅱ「躍動性」因子は，

(1972)，（1973）と内容が噸似していること，第Ｖ

｢独自性」は（1973)の結果と類似した内容をもつこと

でlnj命名卜に仮紬没定した。

ひ

凸

3．単純柵造に含まれない尺度

ＥｉＪ１悶子では，厩個性的な”、４１４碗すっきりした”

、４６５轍悩緒がある”、４４９碗ドラマチックな”、３３８

鼠象徴的な”、４６２“鮮やかな”、437厨多彩な”

、371で，国楽しい”が第１に.５４２第Ⅱに.５３１とな

っている。同間い”が第mに.395となっている。

第Ⅱ因子では，“さわやかな”、492両新しい雨.４５８

碗幻想的な画一.２９８国索朴な”、302衝迫力がある”

が第nに.553第mに.518であった。

これら１４iWiについては，｜±051の酸準に満たfj：

いこと，２つの因子にﾊﾄ点された複雑性を示している

ことから結論として本橘では除外して扱っていきたい。

以上の結果，単純栂造として縛られた因子は，第１

「秤価性」厨EvaluatioIf第Ⅱ「躍動性」風Dynam-

ics働第Ⅲ「力且性」観PDtency”第Ⅳ「優美性」

碗Gracefulness”第Ｖ「独自性」mcUniqueness”

と命名することができよう。

これらの５つの因子を仮税的に単純化された国意味”

を規定する厨意味因子”として設定する。

したがって，これら５つの意味因子は，相互に独立

直交関係を維持していることからユークリド幾何学的

意味空IMIを櫛成しているとみることができる。この意

味空間を湾駒念味空間（Dancespace）と呼ぶ。こ

れは，人間が舞踊作品をその内包的意味のレベルでと

らえる際に用いられる心的枠組としての認知または意

識の構造である。

、

④

虞現代

見た印

o･Ｄｙ＝

が.碗はげしい”“力強い”につながり，明るく

的”なが内面的ではないということを意味し，

掌の強さを示しているという点で，「躍動性」

刈９－

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ

１魅力がある

２満足できる

３よぃ

４興味深い

５充実した

６印象深い

７すぐれている
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９う まい
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していることから，これらの意味空間の中に各作品を定

位すると，作品相互の関係が単純な幾何学的関係に還元
２)肌ＺＨ１

されて可視化される。東江，田中に基づいて，イド品相互

の関係を検討してみることにする。

４舞踊の鑑賞栂造

ここで，（1972），（1973）の研究結果得られた

因子と本研究結果の因子内容の比較を試みることにす

る。

（１）（１９７２)の,琉球，韓国，日本，イギリス。ドイ

ツの学生のダンス，アメリカのモダンダンスなどを

対象に，２０個の作品，４０個の尺度，４８人の被

験者による結果は，第１､Evaluation”（１７薊

第Ⅱ風Dynamics”（９薊）第Ⅲ､QCIarity”(５勘

であった。

（２）（1973)のフィリッピン，インドネシア，フラン

ス，日本の学校ダンスなどを対象にした２０個の作

品，４０個の尺度，４９人の波験者による結果は，

第１国Evaluation”（１６ｍi）第Ⅱ耐Dynamics”

（４種）第Ⅲ唾Clarity”（３種）第1Ｖ康Uniq-

ueness”（３甑）第VmFreshness,,（２種）で

あった。

本研究の結果は，先述の第１唾EvaIuation”（１８

種）第Ⅱ慮りWnamics”（９樋）第、雨Potency”

（３種）第Ⅳ℃racefulness”（３種）第Ｖ“U-

mqueness”（３耐）の５因子となっている。

以上，３者間の共通した尺度・因子をみると，第１

因子⑤Evaluation”では，句魅力がある”碗満足で

きる”御よい”国興味深い”園印象深い”衝すぐれで

いる”。qおもしろい”国見応えがある”“効果的な”

虚うまい”匝繊密な”の１１碗があげられる。

第Ⅱ因子轍Dynamicｓ”では。園動的な”碗はげし

い”鈩力強い”の３１Wiである。

第、因子wCIarity”は（1972)，（1973)の２者

に共通してとらえられたが，本結果ではこれに属する

と思われる尺度群はみあたらなかった。

第Ⅳ因子“Gracefulness”は，本結果のみに得ら

れ，第Ｖ因子園Uniqueness”は，（1973）の第１Ｖ

因子の内容とほぼ類似し，共通した尺度は，薊特異な”

塵独特な”の２顧があげられる。

（1973)の結果得られた第Ｖ“FTeshness”は，（197

２）と本結果にはみあたらなかった。

｡

１．３次元意味空間における比較

Ｔａｂｌｅ４の作品の因子別尺度平均値によってFig.１

Ｆｉｇ．２の意味空間における各作品の位置をみると，

(１１Fig.１のＥ，Ｄ，Ｐの３つの直交軸による２次元平

面上の意味空間では，⑲「蝿間節」⑫「八重州の万才」

、「谷茶前」⑭「島尻天川」の順に評価されていると

みられ，⑯「女こてい節」⑫「むんじゅる」⑰「浜千

鳥」⑭「四ツ竹」の４作品は，Ｅ次元で評価されてい

るが，Ｄ，Ｐ次元ではやや低い位侭にあるとみられる。

作品、「かぎやで風」は，Ｅ，Ｐ，軸で評価されて

いるが，Dynamicsにやや乏しいとみられ，

⑰「美童」⑳「小浜節」⑬「金細工」の３つは，Ｅ，

Ｄ軸で評価されPotencyにやや劣るということになろ

う。

（２）Ｆｉｇ．２のＤ，Ｐ，Ｇの３つの直交軸による３次元舞

踊意味空間では，

⑲「鳩間節」⑫「八重州の万才」⑭「島尻天川」、

「港くり節」⑮「仲里節」などが評価の高い位畷にあ

るとみられ，⑬「金細工」はDynamicsで評価されて

いるが，Ｐ，Ｇにやや乏しいとみられる。

④「かぎやで風」はＰ，Ｇで評価され，Ｄではやや

低いとみられよう。⑰「美童」⑳「小浜節」はＤ，Ｇ

で評価されているがPotencyにやや劣る。⑮「糸満乙

女」、「谷茶前」はＤ，Ｐで評価されているとみられ

るが，Gracefulnessに乏しいとみられよう。

以上の(１１（２）の結果１７個の作品はいずれも，侭E

vaIuation”で評価されているとみられる。

特に，「鳩間節」「八重州の万才」「島尻天川」の

３作品は評価されているとみられ，「美童」と「小浜

節」は，Ｅ，Ｄ，Ｇで評価されＰに劣り，「かぎやで

風」はＥ，Ｐ，Ｇで評価されたがＤがやや劣しい゜

「谷茶前」「糸満乙女」は，Ｇでやや劣るがＥ，Ｄ，

Ｐで評価されているとみられ，「金細工」は，Ｅ，Ｄ

で評価されたがＰ，Ｇにやや乏しい。

⑥

⑦

〔２〕舞踊作品の比較

５つの意味因子厩Evaluation”（以下皿とする）

園Dynamics”（以下、とする）域Potency”（以下

Ｐとする）℃racefulness”（以下Ｇとする）唾U-

niqueness”（以下Ｕとする）は，独立直交関係を維持

2．〔３２分円〕分析法による比較

特定の作品が，Ｅ，、，ＰｏＧ，Ｕの５つの直交軸に

よって仕切られる空間のどこかに分類されるかを知るた

めに，Ｔａｂｌｅ４によって分類を試みたい。

-５０－
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Ｔｌｂｌｅ４作品の因子別尺度平均値TYlble5作品の３２円分類

４

＆

E＋は「よい」E--は「よくない」Ｄ＋は「力強い」、－は

｢弱い｣Ｐ＋は「力ｉｔがある」Ｐ－は「力11(に乏しい」Ｇ＋は

｢優雅｣Ｇ－は「優雅でない」Ｕ＋は｢ユニークな｣Ｕ－は「ユ

ニークでないＪというﾉﾌ向を示す。

，

。灘、②

繼慰露鱒．|警・。
｡

｡…8F。
⑰⑫５１Ｐ

⑭ｌ⑨

Ｆｉｇ．182次元平面上における作品の位齪

－５１－

Ｉ
Ｅ

Ⅱ
，

Ⅲ
Ｐ

Ⅳ
ｓ

Ｖ
Ｕ

、かぎやで風

⑫むんじゆる

⑬金細エ

⑭四ツ竹

⑮糸満乙女

⑮仲里節

⑰美童

⑯港くり節

⑲崎間節

⑳小浜節

、谷茶前

⑫八重州の万才

⑬恋の花

⑭島尻天川

⑮ちぢんばやし

⑮女こてい節

⑰浜千鳥
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E十，十P-U+Ｕ十
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⑬恋の花
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⑮ちぢんばやし

⑳小浜節

⑰美童

、かぎやで風

ＳｐａｃｅｌＶ

Ｅ+Ｄ+P+G-U十

ＳＰＢｃｅＶ

Ｅ+D-P-ClUl‐

Spa“ＶＩ

Ｅ｢IDIP-U-U十

⑮糸満乙女

⑪谷茶前

⑫むんじゅろ

⑭四ツ竹

⑮女こてい節

⑰浜千鳥

⑬金細工
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，

舵

『
の

③

Ｇ
１

iｉＴ
ｊＰ ⑰⑰

Ｐ00-

００．，

６９
０Z叩

▼

Ｄ

舞BWi意味空lMIにおける１７作品の位ＩＦ（

美童５０小浜節５３恋の花

港くり節５１谷茶前５４島レム犬川

旭ＩＭｊ節５２八重州の万才５５ちぢんばやし

Ｆｉｇ．２

四ツ竹

糸ilMi乙女

仲型筋

５６女こてい節

５７浜千鳥

かぎやで風

むんじゅる

金細工

4１

４２

４３

７
８
９

４
４
４

“
妬
妬

但し，５つの軸によって仕切られる空MIIは，IMl論的に

は３２円になるが，本稿では作品の位ilviづいた空|Ｈ１と作品

名を示すことにとどめる。

Ｔａｂｌｅ５で分るように１７個の作品は６つの空ＩｌＩｌに位

置づきGroupingされた。

おそらく舞踊作品の評価としては非舗によいと思われ

るspacelに該当するのは，「仲里節」「港くり節」

「鳩間節」「八血州の万才」「ちぢんはやし」などの７

作品であり，「力hlに乏しいがよくてＭｌｍｌ磯があり美し

い」のspaceⅡには「美血」と「小浜節」が位舩づいて

いる。「よくて刀批があり災しいがBIM動感に乏しい」の

spacemには「かぎやで風」がある。

また，「よくて雌動感があるが刀hlと美しさに乏しい」

のspaceⅣに「金細工」が位iVlづいているとみられよう。

以上のように，５つのⅡr交軸によって仕切れる３２分

円の空llljの６つのspaceに１７個の作品が分類されるに

至った。

の

3．作品間の距離（、値）

灘鋪意味空'1Mに定位される２作品間の距離が幾何学的

に演算可能であるので，諸作品の相互関係とベクトルを

無視した距離の及短（ＤＩｄＤによって検討することも可
：脚ｉＩｌｌ

能である。来江I乙盤づいてＤ(嵐を求め，Ｄ値による作品

の分類をしよう。

１７個の作品および作品相互llUの距離は，Ｔａｂｌｅ６に

示すとおりである。

但し，表の対角線上は，Ｅ，Ｄ，Ｐの３つの意味空間

に定位される２作品'''１の距離を示し，（以下〔Ｄ値一ａ〕

とする）対/9線下のＤ値は，Ｄ，Ｐ，Ｇの３つの意味空

間におけるＤ値を示している。（以下〔、値一ｂ〕とす

る）。

．

D値は次の式で求められる。Dil=/三５７T但し,Dilはｊと'の2概念を代表する意味空１１１１における２
点111]の直線距離を指し，dil≧概念の同一次元における座標の算術的差を示し，Ｋ側の因子（ここではＥ
Ｄ．Ｅ/D・Ｐ.Ｇにおよんで求められる。

(脚注１）
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T面bｌｅ６ 作品’''１の距離（Ｄ値）

｡

＆

Ｄ値による作品の分類Table７

、

｡

毛3－

作品 ４１４２４３４４４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５５６５７

１４

２４

３４

４
５
６
７

４
４
４
４

８
９

４
４

０５
５

２
３
４
５
６
７

５
５
５
５
５
５

０～0.49 0.50～0.99 １００～1.49 １．５０～1.99 200～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49

、かぎやで風

鰯

5６（0.89）

4４（090）

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

８
７
９
２
９
０

４
４
３
４
４
２

●
●
■
●
■
●

１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

２
６
０
３
４
７

４
４
５
５
５
５

4７（L72）

4８（1.70）

１
Ｊ
Ｊ
ｊ
１

２
５
４
０
９

３
３
４
１
１

●
□
■
●
△

２
２
２
２
２

く
く
く
く
く

３
５
１
２
４

４
４
５
５
５

4９（2.58）
》
つゆ

』
し

んむ、

２
４
８

３
３
７

３
４
４

１

5７（047） 5０（062） 4１（1.48）

4４（109）

4６（128）

4７（1.34）

5３（1.14）

5６（1.02）

１
Ｊ
Ｊ
１

６
４
６
３

６
９
９
７

●
●
■
●

１
１
１
１

く
く
く
く

３
５
４
５

４
４
５
５

4８（205）

5１（2.23）

4９（2.82）

5２（287）

⑬金細工

Ｉ蓬
4５（0.44） 4６（0.89）

4７（0.63）

5１（0.87）

5４（0.70）

4８（1.34）

5０（1.19）

5３（1.03）

5５（1.17）

4２（1.66）

4９（165）

5７（1.63）

4１（2.32）

4４（223）

5２（2.24）

5６（2.40）

、（四ツ竹

燦
5６（0.41） 4１（090）

5７（072）

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

９
７
９
５

０
４
０
３

●
●
■
●

１
１
１
１

く
く
く
く

２
６
０
３

４
４
５
５

4７（1.68）

5５（178）

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

３
２
５
３
８

２
３
０
４
１

２
２
２
２
２

く
く
！
く
く

３
５
８
１
４

４
４
４
５
５

4９（2.77）

5２（251）
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Ｓ

、

●

．

－５４－

⑮糸満乙女

Ｅ３．１１

，２．５８

Ｐ３．９８

Ｏ～0．４９

4３（0.44）

5１（0.44）

5４（0.32）

0.50～0．９９

4６（0.89）

4７（067）

5３（0.99）

1.00～1.49

4８（1.12）

4９（1.23）

5０（1.38）

5５（1.00）

150～1．９９

4２（L94）

5２（1.90）

5７（181）

2,00～2.49

4１（235）

4４（2.32）

２．５０～2.99

5６（2.54）

３００～3.49

⑳仲里節

Ｅ３０７

，３．４７

Ｐ３．８７

4７（026）

5３（015）

４３（0.89）

４５（089）

4８（086）

５０（069）

5４（078）

5５（0.56）

4１（1.47）

4２（Ｌ28）

4４（1.47）

5１（105）

5７（1.04）

4９（1.54）

5２（1.71）

5６（L68）

⑰美童

ﾄﾞ蓋

4６（0.26）

5３（0.32）
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

３
７
５
６
１
３
９

６
６
９
７
９
６
６

０
０
０
０
０
０
０

く
く
く
く
く
く
く

３
５
８
０
１
４
５

４
４
４
５
５
５
５

4２（1.34）

5７（Ｌ１７）

Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
ｊ

２
８
１
４
７

７
６
５
８
８

■
■
●
●
曰

１
１
１
１
１

く
く
く
く
く

１
４
９
２
６

４
４
４
５
５

⑱港くり節

緯！

5５（0.32） 4６（0.86）

4７（0.95）

5４（ｑ91）

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

４
２
０
５
．
１
０

３
１
０
０
０
０

●
①
●
０
●
Ｃ

ｌ
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

３
５
９
１
２
３

４
４
４
５
５
５

4１（1.70）

5０（1.52）

5７（1.81）

4２（2.05）

4４（2.05）

5６（225）

⑲鳩間節

Ｉ巽

5１（0.85）

5４（0.99）

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

３
０
０
３

２
０
０
２

●
●
●
●

１
１
１
１

く
く
く
く

５
８
２
５

４
４
５
５

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

５
４
１
８

６
５
５
６

９
。
●
０

１
１
１
１

く
く
く
く

３
６
７
３

４
４
４
５

5０（2.21）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

８
２
７
４

５
８
７
５

■
■
●
■

２
２
２
２

く
く
く
く

１
２
４
７

４
４
４
５

5６（3.06）

⑳小浜節

Ｅ３．０８

，３９０

Ｐ４．４１

5７（044）

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

２
９
６
４

６
６
７
５

０
０
０
０

く
く
く
く

２
６
７
３

４
４
４
５

Ｊ
１
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１

９
９
９
８
７
０
２

３
１
０
３
３
２
２

●
Ｂ
Ｇ
■
●
●
ひ

１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く

１
３
４
５
４
５
６

４
４
４
４
５
５
５

4８（L52）

5１（1.63）

4９（2.21）

5２（2.33）

、谷茶前

|灘
4５（0.44）

5４（028）

4３（0.87）

4７（091）

4９（085）

4６（105）

4８（1.05）

5３（1.17）

5５（1.06）

5０（1.63）

5２（1.62）

4１（244）

4２（2.23）

4４（2.43）

5７（202）

5６（2.70）
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〃

３

｡

③

(注）各作品名の下に記入された数字は，意味空間における当該作品の位置を示すもので，
それぞれＥ､，.Ｐ次元の座標を表わす。但し，４は中性または中央を意味し，１に近
づく程「よりよい」ことを，逆に，４を越えるほど「よくない」ことを意味する。
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Ｏ～0.49 0.50～0.99 1.00～1.49. 1.50～1.99 2.00～2.49 2.50～2.99 3.00～3.49

⑫八重洲の万才

ド
2．６５

３．１９

２２３

4８（101）

4９（1.00）

5５（127）

4５（1.90）

4６（1.71）

4７（1.84）

5１（162）

5３（183）

5４（161）

4１（2.10）

4３（2.24）

5０（2.33）

4２（2.87）

4４（2.51）

5６（2.78）

5７（252）

⑬恋の花

ＥａＯ５

Ｄａ５７

Ｐ３,９８

4６（０１５）

4７（0.32）

4５（0.99）

5０（054）

5４（0.89）

5５（0.69）

5７（090）

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

２
４
３
５
０
７

４
１
０
３
０
１

●
●
■
●
の
●

１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

１
２
３
４
８
１

４
４
４
４
４
５

4９（168）

5２（1.83）

5６（1.56）

⑭島尻天川

蝉

4５（0.32）

5１（0.28）

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

０
８
３
１
９
９
４

７
７
６
９
９
８
８

０
ｕ
０
０
０
０
０

く
く
く
く
く
く
く

３
６
７
８
９
３
５

４
４
４
４
４
５
５

5０（1.37） 4２（Ｌ96）

5２（1.61）

5７（Ｌ76）

4１（2.19）

4４（2.18）

5６（2.43）

⑮ちぢんばやし

ド
４

８

４

4８（032） 4６（0.56）

4７（069）

5３（0.69）

5４（0.84）

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

９
７
０
３
０
６
７
９

４
１
０
２
２
０
２
４

●
●
●
●
●
●
●
ｐ

１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く

１４

３
５
９
０
１
２
７

４
４
４
５
５
５
５

Ｊ
Ｊ
ｊ

３
８
７

７
Ｊ
９

１
１
１

く
く
く

２
４
６

４
４
５

⑮女こてい節

橇！
4４（0.41） 4１（0.89）

5７（0.81）

4２（1.02）

5０（1.22）

Ｊ
Ｊ
１
Ｊ

８
７
６
７

６
８
５
９

●
Ｏ
●
●

１
１
１
１

く
く
く
く

６
７
３
５

４
４
５
５

4３（240）

4８（225）

5４（2.43）

4５（2.54）

5１（2.70）

5２（2.78）

４９（3.06）

⑰浜千鳥

艤；
4２（047）

5０（044）

4４（072）

5３（090）

5６（0.81）

4１（120）

4６（1.04）

4７（117）

5５（1.49）

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

３
１
１
６

６
８
８
７

１
１
Ｌ
Ｌ

く
く
く
く

３
５
８
４

４
４
４
５

5１（202） 4９（2.54）

5２（2.52）
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(1)〔Ｄ値一ａ〕による作品間の距離

TabledTnble7によると，〔D値一ａ〕の分散は

０．１５～3.06である。最も接近している作品は，⑬「恋

の花」と⑯「仲里節」（0.15）である。

「恋の花」は八重山の民謡に辰付けられた男女の↑Ｉｉ緒

を表現した踊りであり，「仲里節」は花と花笠を持った

劇中の美男美女を思わせる男女の情感を表現した踊りで

ある。

「恋の花」に股も遠距離にあるのは，⑲「鳩間節｣(1.68）

と⑮「女こてい筋｣(3.06）、「八重州の万才」（183)で

ある。

「鳩間節」は，八重山の代表的な民謡をテンポを早く

して活発にした二才踊りである。

「女こてい節」は，組踊から独立したもので団灯jをも

ち紅型衣装でゆったりと踊る古典的踊りである。

「八重州の万才」は，「波平大王道行口説」とも称さ

れる踊りで，組踊から独立した男性舞踊である。波平大

王の怒りを内面に含んだ道中の所作をみせ，口上が述べ

られるという特色をもつ。

⑪「かぎやで風」に接近しているのは⑭「四ツ竹」

（0.90）と⑮「女こてい節｣(0.89)である。「かぎやで

風」は老人踊り。生命の若返りの再巻を狐歌して万民の

生命の繁栄をことはぐ趣意のあるゆったりとした老人踊

りである。

「四ツ竹」は「踊りくわで－さ－」とも1坪ばれ紅型衣

装に花笠をかぶり四ツ竹を鳴らして踊る古典的女踊りで

ある。

⑫「むんじゅる」に近い距離にあるのは⑰「浜千鳥」

（0.47)で，jQiiいのは⑲「蝿間節｣(2.82）と②「八!［州

の万才」（2.87)である。

「むんじゅる」は芭蕉布の着物に（】んじゅる笠をかぶ

り（もち）踊る準古典的女Iliiiりである。

「浜千鳥」は，紺地のカスリにウシンチー着付で，郷

愁をひめた旅愉を表現した代表的な女端踊りである。

⑬「金細工」に距離の近いのは⑮「糸満乙女」（0.44）

で，遠いのは、「かぎやで風｣（2.32)⑭「四ツ竹｣(223）

⑫「八重州の万才｣(2.24)⑮「女こてい節｣(2.40)の４

作品である。

「金細工」は,金細工と遊女とアンマーの３人のかけ

合いで踊られる物語舞踊である。

「糸満乙女」は，漁村糸満の女たちが魚を行商する風

情を巧みに表現した創作舞踊である。

⑭「四ツ竹」に近いのは⑯「女こてい節｣（0.41)で遠

距離にあるのは⑲「鳩間節｣(2.77)⑳「八重州の万才」

（2.51）である。

⑮「糸満乙女」に近いのは⑭「島尻天川｣(0.32)⑬

「金細工｣（0.44)、「谷茶前」（ｑ44)の３つで，遠いの

は⑯「女こてい節｣（2.54)である。

「島尻犬ﾉ||」は「加那よ－犬ﾉI|」とも呼ばれ，早柳き

三味線に口笛が入り軽快な男女打組舞踊である。

幡茶前」は谷茶付の漁の様子を揃写したもので男は

カイ，女はザルを侍って蹴るテンポよい男女打組舞lIIIiで

ある。

⑮「仲里節」に近いのは⑰「美童｣（026）と⑬「恋の

ｲﾋﾞ｣(032)で迎いのは⑲「)側聞節」（1.54)⑫「八亟州の

万才｣(1.71)⑳「女こてい節｣（1.68)の３作品である。

⑰「美童」に近いのは⑯「仲里節｣(026)⑬「恋の花」

（0.32)で遠いのは⑪「かぎやで風｣（1.72)⑭｢四ツ竹」

（1.68)⑲「蝿Ｉｌｌｌ節」（1.51)⑫「八璽州の万才｣(1.84）

⑳「女とてい節」（1.87)の５つである。

⑱「港くり節」に近いのは⑮「ちぢんばやし」（0.32）

で，逮いのは⑫「むんじゅる｣(2.05）⑭「四ツ竹｣(205）

⑯「女こてい節」の３つ。

「港くり節」は陣笠をもち踊る二才翻りで「笠踊り」

とも呼ばれている。「ちぢんばやし」はテンポの速い曲

にのって太鼓，四ツ竹の１Ｍ;物が入り民俗芸能のふんい気

をもつ男女の染団舞踊として振り付けられた総舞踊とも

呼ばれるもの。

⑲「鳩間節」に近いのは(⑪「谷茶前｣(0.85)と⑭「厨

ﾚﾑ大川」（0.99)で，最も遠い距離にあるのは⑮「女こて

い節｣（aO6)である。

⑳「小浜節」に近いのは⑰「浜千鳥｣（0.44)で，遠い

のは⑲「燭Ｉｌｉｊ節｣（2.21)、「八重州の万才｣（2.33）の

２つ。

「小浜節」は八重山の民鋼と「安里屋」に振付けられ

た持情ゆたかな女踊りである。

、「谷茶前」に近いのは⑮「糸満乙女｣(044)⑭「島

Ijd天川」（0.28)で，遠いのは⑮「女こてい節｣（2.70)で

ある。

⑫「八重州の万才」に近いのは⑳「Ｎｉくり節｣（1.01）

⑬「蝿間節｣（1.00)⑮「ちぢんばやし｣（1.27)の３つが

あげられ，遠いのは、「むんじゅる」（2.87)⑭「四ツ竹」

（2.51)⑮「女こてい節｣（2.78)⑰「浜千鳥｣（252）

の４作品である。

⑭「島尻天川」に近いのは⑮「糸満乙女｣（0.32)、

「谷茶前｣(028)の２つ，遠いのは、「かぎやで風」

（2.19）⑭「四ツ竹｣(2.18)⑮「女こてい節｣（2.43）

の３つ。

、

⑥

｡
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⑮「ちぢんばやし」に近いのは⑬「港くり節」（0.32）

で，遠いのは⑭「むんじゅる」（1.73)⑭「四ツ竹｣(178）

⑳「女こてい節｣（1.97)。

⑯「女こてい節」に近いのは、「四ツ竹｣（ｑ44)で最

も遠いのは⑬「鳩間節｣（3.06)である。、「浜千鳥」に

近いのは⑫「むんじゅる」（0.47)と⑳「小浜節｣（044）

で，遠い距離にあるのは⑬「鳩間節｣(2.54）⑫「八重州

の万才｣（2.52)の２作品であった。

以上のように〔、値一ａ〕による１７作品の作品間の

距離は，最も接近しているのが⑯「仲里節」と⑬「恋の

花」で，これらは男女のＤｕｅｔによる情感を表現したも

のという類似性をもつとみられる作品である。最も遠距

雛にあるのは，④「鳩間節」と⑮「女こてい筋」の２作

品であった。軽快なテンポの早い「鳩間節」とテンポの

ゆるやかな女踊り「女こてい節」との差がでているとみ

ることができよう。

ヴ

、
(2)〔Ｄ値一ｂ〕による作品間の距離

ここで，Ｄ，Ｐ，Ｇの３つの意味空間における作品間

の距離をみることにしよう。

分散は0.21～3.53である。最も接近しているのは⑯

「仲里節」と⑬「恋の花｣(0.21）で，〔Ｄ値一ａ〕と同

結果を示している。最も遠距離にあるのは⑮「糸満乙女」

と⑮「女こてい節｣（3.53)である。

1月

５

、4３2.,ｌｂ
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⑬「金細工」に近いのは⑮「糸満乙女」（0.37)で，⑭

「四ツ竹」に接近しているのは⑮「女こてい節」（0.34）

であり，この２作品間の距離は〔Ｄ値一ａ〕と同結果を

示している。

⑫「むんじゆる」に遠距離にあるのは⑬「lmllIU節｣(2.

78）と⑫「八遁州の万才｣(2.81)で，⑳「小浜節」に遠

い距離にあるのは⑲（2.22），⑫（2.32）であり,

⑰「浜千鳥」の逆距離にあるのが⑲（2.66）⑫（2.62）

の２作品となり，これら２作品間の距離の差は〔Ｄ値一

ａ〕とほぼ同じ結果を示している。

、「かぎやで風」に近いのは，⑭⑯⑳⑬⑮⑰の６作

品，遠いのは，⑬⑮⑲、の４作品，

⑫「むんじゆる」に近いのは⑲⑰，

⑬「金細工」に遠いのは⑭⑮，

⑭「四ツ竹」に速いのは⑬⑮⑳、、，

⑮「糸満乙女」に近いのは⑬、，遠いのは⑭⑯の２作

品である。

⑮「仲里節」に迎いのは⑬⑮，

⑰「美童」に近いのは⑮⑳⑭②，

⑳「港くり筋」に近いのは⑲⑫⑮，速いのは⑭⑮，

⑲「鳩間節」に近いのは⑱、，遠いのは⑭⑮の２つ。

⑳「小浜節」に近いのは⑫⑮⑰⑬⑰。

＠「谷茶前」に近いのは⑮，遠いのは⑭⑮。

＠「八遁州の万才」に近いのは⑬，遠いのは⑭⑮。

＠「恋の花」に遠いのは⑬⑮⑲、⑫。

＠「島庇天川」に近いのは⑮⑰、⑮，速いのは⑭⑯，

⑮「ちぢんはやし」に近いのは⑯⑰⑬⑬⑭,遠いの

は⑭⑳。

⑮「女こてい筋」に近いのは⑭，遠いのは⑬⑮⑲、

＠の５つ。

⑰「浜千鳥」に近いのは⑫⑳＠となっている。

以上のように〔Ｄ値一ａ〕〔Ｄ値一ｂ〕による作品間

の距離をみてきたが，〔Ｄ値一ａ〕ではおよそnpote-

ncy”と碗Dynamics”の評価の差が，〔Ｄ値一ｂ〕で

は，園Dynamics”と碗Grecefulness”の評価の差が

作品間の距離の長短に影響されるとみられ，それは作品

のキャラクターの差を示すものと思われる。

Fig.4--ａ，ｂ，ｃは，〔、値一ｂ〕による作品間の距

離を示している。

この図から，各Groupの２作品を底辺とした作品間の

距離の長短，近速を見取ることができよう。

の
分析Ⅱのまとめ

分析uは１７個の作品をpoolにしたデータ処理を行な

い，琉球舞踊の鑑賞橘造を検討した。

VarimaxIql侭後のデータは，夫々第１～第Ｖ因子ま

で求められた。（Tableｌ）その累加全分散比は52.12

％で，（1973)の研究結果に比して多頻度を示した。

(1)各因子に含まれた尺度負荷量の壁単は0.51によ

って尺度のGroupingを行ない，鑑賞の単純栂造を求

めた。（Table２）その内容を検した結采，第１因子

が１８鮒，第Ⅱが９甑，第Ⅲ，Ⅳ，Ｖに各３椀の尺度

が含まれた。これらの尺度群の象徴的特徴によって第

１因子「呼価性」厨Evaluation”第Ⅱ因子｢躍動性」

・bynamics”節Ⅲ「力量性」園potency”第Ⅳ因

子「優美性」画Grecefulness”第Ｖ因子「独自性」

碗Uniqueness”と仮命名した。

次に，（1972），（1973)の研究結果と本結果によ

る因子内容を比較した。それは，画Evaluation”qD

ynamics”の２１iiiが共通因子としてあげられ，碗Uniq-

ueness”は（1973)の結果と共通因子とみられた。

（２）上記の５願の因子，Ｅ，、，Ｐ，Ｇ，Ｕは独立直交

関係を維持していることから，これら５つの直交軸に

よる意味空IMIの中に各作品を定位して作品の比較をし

た。３次尤愈味空間における琉球舞踊の位lWiはＥで評

価されたが，Ｄ，Ｐ，Ｇに差がみられる。

「岨１１１]節」「八愈州の万才」「島加天川」の３作品が

評価がIHjいとみられた。

（３）「３２分円」分折法による作品の比較では，１７個

の作品が６つのspaceに分類された。作品評価として

は非輔によいと忠われるspacelには「仲里節」など

７作品が位例づいた。

(4)作品間の距離〔Ｄ値一ａ〕の分散は0.15～3.06を

示し，股も接近しているのは「恋の花」と「仲里節」

で，段も遠距離の作品は「埴間節」と「女とてい節」

であった。〔Ｄ値一ｂ〕の分散は021～3.53で，最

も接近したのは「恋の花」と「仲里節」で〔Ｄ値一ａ〕

と同結果を示し,遠距離にあるのは「糸満乙女」と

「女こてい節」であった。また，２作品を底辺とする

作品間の距離をGraphicにして示し可視化した｡(Fig．

⑮

｡

4．作品の相対距離

Ｆｉｇ．３～ａ，ｂ,ｃおよびＦｉｇ．４～ａ，ｂ，ｃは，

任意に３つにGroupingした作品間の距離をGraphic

にして可視化したものである。

Ｆｉｇ．３へａ，ｂ，ｃは，〔、値一ａ〕によるもので,
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3～ａ，ｂ，ｃ・Ｆｉｇ．４～ａ，ｂ，ｃ） ていることから各３つの.直交軸による意味空間に１７作品

を定位して作品相互の関係をみ，意味空間に定位される

２作品閲の距離（Ｄ値）によって作品IMjの距離の長短を

検討した。

●

摘 要

、
舞踊芸術の画美”と碗意味”の認知は，演舞される舞

踊表現連動の時・空の中に審美的経験による知覚を通し

て鑑賞者の内包的，情緒的意味を引きおこさせ感じ，印

象として受けとめられるものと思われる。

本研究は，舞踊を鑑賞的側面から構造分肝的に解明す

ることによって，舞踊の美的形成因子を規定することを

目的とし，OsgoodのＳ､、法を用い,意味の測定にお

ける尺度的方法を適用した。

今回は，１７個の「琉球舞踊」を概念とし５０個の尺

度で５０人の女子学生を対象に，その認知，鑑賞柵造の

解明を試みた。

〔分析１〕は，作品別の鑑賞構造を検討し，

〔分析、〕は，１７個の作品をpoolにしたデータ処

理の結果を検討した。その結果Varimax回松後の因子

負荷戯の基準｜主051によって鑑賞の単純櫛造を求め，
内容を検し，各因子の尺度群の象徴的特徴によって５つ

の因子，第１・Evaluation”第Ⅱ廓Dynamics”第、

碗Potency”第Ⅳ厨Grecefulness”第Ｖ碗Uniquen-

ess”を設定した。

これら５つの意味因子は相互に独立直交関係を維持し

残された問題

〔分析Ｉ〕の作品別のVarimax回転後の鑑賞構造を

検討した結果，作品、「かぎやで風」は第１～第Ⅲ因子

が求められ，他の作品との差異を示した。これについて

は統計処理の見地から再検討を要すると思われる。

〔分析ｍのVarimax回転後の因子累加全分散比は，

52.12％の分散度の結果を示した。因子分析が分散を分

解していく過程であることから，さらに追跡検討の必要

性を感じている。

付 妃

橘を終えるに当って，多大なるご指導をくださった本

学法文学部東江平之教授，ご協力を得た本学部島袋哲教

授，沖側国際大学大城宜武氏，本学法文学部法政学科喜

友名芳枝さん，本学短大部英文科大城米子さんに対し紙

上をもって厚く感謝の意を表します。

※本研究は昭和４９年度科学研究補助金（一般研究Ｃ）

（課題番号958012）による研究報併の一部である。
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ｌｐギルホード．秋堕義治訳：精神測定法培風館（1972）

ＯＫオグデン．１．Ａリチヤーズ・石橋幸太郎訳：－意味の意味一新泉社（1971）

田中靖政：記号行動論一意味の科学一共立出版株式会社（1970）

田中靖政：コミュニケーションの科学日本評論社（1973）

吉田正昭：価値の心理学的研究心理学モノグラフNoL4東大出版社（1966）
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